
平成２３年度     自転車乗用に関する市民権宣言ポタリング      「春を先取り！ポタリング」      実施報告書 

この事業は平成２３年度競輪補助事業の 
補助金を受けて実施致しました。 



〈目的〉 

  昨今、自転車利用者が大変増加している。それに伴い自転車との事故が後を絶たない現状もある。 
  そこで主に自転車に乗り始めた方々を対象とした走行会の場を提供し、自転車に乗ることの快適性や 
  利便性を伝えるとともに、自転車の乗り方及び、自転車市民権宣言に則したルール・マナーを啓発し、 
  自転車の魅力を知っていただくために開催する。 
  

〈名称〉平成２３年度自転車乗用に関する市民権宣言ポタリング  「春を先取り！ポタリング」 

〈開催日〉平成２４年３月４日（日）／３月２４日（日） 

〈主催〉（財）日本自転車普及協会 

〈協力〉（財）日本サイクリング協会/東京サイクリング協会 

〈参加費〉 3,000円（レンタサイクル・昼食・乗船代・保険代込） 

〈募集定員及び対象〉  

 定員：各回１２名（定員になり次第募集は終了） 

 対象：２０才以上のスポーツサイクル乗り始めの初心者及び、スポーツサイクルに乗ってみたい方々。 

〈参加者数及びスタッフ数〉 

 

 

 

 

 

〈参加申し込み方法〉 本会ホームページにてメールにて受付 

〈参加募集〉 

  ●ホームページ告知 

   ・本会ホームページ 

   ・バイコロジーホームページ 

   ・自転車文化センターホームページ 

   ・（財）JKA 補助事業RingRingプロジェクトホームページ・イベントカレンダー 

   ・八重洲出版社 サイクルスポーツホームページ 

１．実施概要 

開催日 一般参加者 

3月 4日 9 

3月25日 10 

合計 19 



２．募集チラシ 

▲おもて 

▼うら 

【配布場所等】 
○自転車文化センター情報室 
○自転車市民権宣言大討論会会場 
○自転車セミナー会場 
○Web上に掲載 



３．ポタリングコース 

▲参加者全員にマップを配布 



４．開催の様子（３月４日開催） 

【参加者】９名  【スタッフ】７名 
【気象情報】 
 天気：曇 
 気温：最高気温6度／最低気温4.9度 
【開催写真】 

▲受付 ▲神宮外苑サイクリングコース 

▲パレスサイクリング 

▲お台場海浜公園～日の出桟橋間の 
船移動 

▲昼食後の記念撮影 



４．開催の様子（３月２５日開催） 

【参加者】１０名  【スタッフ】１１名 
【気象情報】 
 天気：晴 
 気温：最高気温13.8度／最低気温5.1度 
【開催写真】 

▲出発前の準備運動 

▲パレスサイクリング 

▲お台場海浜公園～日の出桟橋間の 
船移動 

▲昼食後の記念撮影 

▲神宮外苑サイクリングコース出発前 

▲受付 



５．募集掲載① 

◆本会ホームページ 



５．募集掲載② 

◆（財）ＪＫＡ  
  ＲＩＮＧＲＩＮＧプロジェクト 
         

◆（株）八重洲出版社 ＣＹＣＬＥＳＰＯＲＴＳ.ＪＰ 



６．アンケート（質問項目） 



７．アンケート結果① 

①年齢 

0 1 2 3 4 5 6 7 

～２０代 

３０代 

４０代 

５０代 

６０代～ 

(名） 

②性別 

0 2 4 6 8 10 12 14 

男 

女 

（名） 

③スポーツバイクに乗り始めてどれぐらい経ちますか？ 

0 1 2 3 4 5 6 7 

初めて 

半年 

１年未満 

１年 

それ以上 

（名） 

④今回のポタリングで危険を感じた箇所はありましたか？ 

0 2 4 6 8 10 12 14 

危険を感じなかった 

危険を感じた 

（名） 

主に３０～４０代の方が中心に参加。 

男性の参加者が多いが、各回女性も
半数近く参加いただいた。走るだけで
はなく、途中のイベントを設けた結果
ではないだろうか。 

初心者をターゲットにしたが、１年以
上という方も多く参加いただいた。 

ベテランと初心者のペアでご参加い
ただいた方も見え、スポーツバイクに
乗り始めるきっかけの場としては効
果があったのではないだろうか。 

街中を走る今回のイベントにおいて
は個人差もあるが危険を感じる場所
もあった。 

今回が「初めて」という方が障害物や
左折専用車車線での直進という意見
を述べていた。 



７．アンケート結果② 

「危険を感じた」という方の意見 
◆後ろから来る車がよく見えなかったり、路上駐車がある時。 
◆大通りで何台もの駐車車両と多くの走行車の隙間を走行したとき。 
◆障害物通過・左折レーンの直進 
 

⑤走行距離はいかがでしたか？ 

0 2 4 6 8 10 12 14 

長かった 

丁度良い 

物足りない 

（名） 

⑥参加費についてはいかがでしたか？ 

0 2 4 6 8 10 12 

高い 

妥当 

安い 

（名） 

⑦ポタリングイベントに参加された場合、どのようなレクリエーションを期待しますか？ 
【意見抜粋】 
◆神社などの参拝もあると良い 
◆今回は船に乗るのが魅力だったが、その種の変わった一味があると良い。 
◆バーベュー等食事 
◆車道走行クイズなど（わかりにくい走行レーンを安全に走る方法等） 
◆今回の様に安心して自転車を停められるところでランチ 
◆ウォーキングを入れてみては？ 
◆参加者との交流 
◆コースを選択できたりすると良い 
 

達成感と疲労感が感じられる事を念
頭においてコース設定を行った。 

乗りなれている（１年以上）方からは
物足りないという意見を伺った。 

多くの方から妥当・安いの意見をいた
だいた。各方面と価格調整をおこな
い、多くの方から満足をいただけた。 
 



７．アンケート結果③ 

⑧今後、どのような自転車のイベントに参加したいですか？ 

0 2 4 6 8 10 12 14 

ポタリング 

長距離サイクリング 

ロードレース 

自転車関連セミナー 

その他 

（名） 

⑨今回のイベントどのようにお知りになりましたか？ 

0 1 2 3 4 5 6 

WEB 

サイクルスポーツ 

チラシ 

会員メール 

その他 

（名） 

⑩自転車市民権宣言についてご意見はありますか？ 
   また、自転車は原則車道走行についてどう思われますか？ 
【意見抜粋】 
◆良いと思う 
◆自転車道作りを推進してください。 
◆原則車道には賛成ですが、走りやすいように整備してほしいです。 
◆車道の方が走りやすく、きちんと安全運転をしていれば快適です。 

◆道路の状況を見直す良い機会だと思います。車道の利用について改めて法整備を見直して欲しいで
す。 
◆原則車道走行には賛成。左折レーンのある車道を自転車で走行する際のルールを以前テレビで見た 
 が、今日正しい知識を教えていただけたのでよかったです。 
◆当然。法及び車道の整備が必要 
◆速度を考えると歩道ではなく車道と思う。 
  ただ路上駐車がどうにかならないと一般的には難しいと思います。 
◆車と自転車が共存できる社会づくりや道路環境のために必要だと思います。 
◆良いと思うが、クルマ・人とのコミュニケーションが必要と思う。 

ポタリングが初心者にとっては気軽
に始められるという事が伺える。 

スポーツバイクに慣れてくれば走る
楽しみも増えると思われるのでこのよ
うな結果になったのではないだろう
か。 

インターネットを通じた広報の有効性
が伺えた。今回は有料の媒体には掲
載していないが、十分な集客効果を
得た。 



７．アンケート結果④ ／ ８．取材／９．総評 

⑪今回のイベントについて、また、その他ご意見はありますか？ 
【意見抜粋】 

◆いつも見る景色が違って見え、終始楽しかった。スタッフの方々もとても感じが良かったです。ありがとう
ございました。 
◆大変素晴らしいイベントでした。 
◆別コースでのポタリング希望 
◆とても楽しく都内をポタリングできました。 
◆ちょっと寒かったのでもったいなかったけど、楽しめました。こういうイベントが今後増えていくと良い。 
◆大変楽しい企画だった。レンタルバイクの関係で今回は都心を走ったが、田舎でもやってほしい。 
◆サイクルトレイン（自転車を輪行袋に入れなくても乗ることができる電車）を普及させてほしいと思う。 
◆昼食や船が良かった。初心者へこのようなイベントをもっと良く知ってもらう方が良い。 
◆クロスバイクに乗るのは初めてでしたが、ギアがたくさんあってとても快適でした。 
◆今後も継続してほしい。 
 

９．総評 

今回の企画では初心者の方々を対象に「自転車に乗ることの快適性や利便性を伝えるとともに、自転車
の乗り方及び、自転車市民権宣言に則したルール・マナーを啓発し、自転車の魅力を知っていただく」とい
う事をコンセプトに企画立案を行った。 

結果として１年以下の方々に多く参加いただき、これからスポーツサイクルを楽しむ上での土台が形成さ
れたのではないだろうか。 

ルール・マナーに触れる機会があっても実際車道に出てみなければ、「なぜ危ないのか」わからない部分
も多い。例えば手信号である。車道上を走る上では車のドライバーとの唯一のコミュニケーションツールに
なってくる。ただ説明して終わりではなく、その後に実際に活用する場が一緒になっている事が重要と考え
る。 

また、ルール・マナーだけではなく、「走る楽しみ」も同時に提供する事により今回の様に参加者も確保で
きたのではないか。 

実際のところ、初心者を対象としたこのような少人数でのイベントは少なと思われる。多くの人数を対象と
していないため、効率としてはあまり良くないかもしれないが、その分丁寧に教えることは今後のスポーツ
サイクルライフを考えると一番重要であり、今後も継続的に続けていく必要性があるのではないだろうか。 

最後になりますが、今回の運営に協力いただいた（財）日本サイクリング協会及び東京サイクリング協会、
補助金を認めてくださった（財）ＪＫＡに心より御礼申し上げます。 
 

８．取材 
  今回の企画について、１件の取材がありコーナー内で取り上げられた。 
  ◆媒体名：東京MX 
  ◆番組名：どうする？東京 「ブームに追いつけ 自転車のルールとマナー」 
  ◆放送日時：平成２４年４月２８日（土）２１：００～ （再：４月２９日１１：３０～） 
 
     


